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書房金沢文庫 
―図書複合施設計画による歴史的価値の継承― 
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Kanazawa Bunko traces its history to Kamakura period, ca. 700 years ago. Kanesawa-Hojo family 
founded the bibliotheca as treasure house of knowledge. Unfortunately the present town is only a shadow 
of its former glory. There are fewer and fewer people who spend much time in local libraries. This project 
aims for the renaissance of Kanazawa Bunko as center for book culture. The proposed library complex is 
to recognize and inherit the historical value of Kanazawa Bunko. 
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１． はじめに 
私が幼少期より慣れ親しんだ街，横浜市金沢区．ここ
に京浜急行線金沢文庫駅が存在する． 
金沢文庫の歴史を辿ると 700 年前に遡る．時は鎌倉，
北条金沢氏によって創建された書庫はまさに現代でい
うところの図書館であった．しかしながら，かつての文
芸の宝庫であったこの地は今，地域図書館さえも利用者
数を落とし、衰退している現状だ． 
本計画では図書館のルーツともいえる金沢文庫の土
地を，本の中心地として再興することを目指す．そして
新たな図書複合施設を通して，金沢文庫の歴史的価値の
保存と継承を促す． 
 
２． 設計・研究要旨 
（１）金沢文庫の歩み 
神奈川県横浜市の最南端にある金沢区．歌川広重の浮
世絵「金沢八景」が有名な地である．峠を越えると鎌倉
へ続くこの場所は，鎌倉時代の全盛期をともに迎えた幕
府の膝元であった．その地に今も尚残る，金沢文庫の名
前．北条氏の中でも有力な一族であった金沢（カネサ
ワ）氏が古文書等を保管するために，この文庫と呼ばれ
る書庫を設置した．700 年の時が過ぎ，既存の文庫は大
震災により消失してしまったが，現在は県立金沢文庫と
いう名の歴史博物館が，称名寺の一角に構えられている． 
古くからの歴史があり，歴史研究家たちが日々古文書
の研究に明け暮れる一方，地域住民にはあまり馴染みが
ないようだ．現に金沢区民意識調査の中でも，金沢区の
歴史の保存等に力を入れるべきかという問いに対して，
わずか３％ほどの人しか賛成票に入れていない．また，
決して称名寺の存在を知らないわけでもない．年末とも
なれば，除夜の鐘をつきに多くの参拝客が訪れる． 
歴史的価値の非常に大きい金沢文庫が，この地に根付
いていない現実は実に悲しい．そこで金沢の地を「金沢
文庫」という名前を用いた本の街として再建し，歴史認
識の向上と発展を目指す． 
 
図 1 旧金沢文庫 
 
（２）横浜市立金沢図書館について 
金沢区には横浜市立図書館の地域分館として，金沢図
書館が設置されている．図書館内部は二層構成となって
おり，一階にカウンターと子供図書室，二階に一般図書
室が配置されている． 
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図 2 金沢図書館 平面図 
 
この金沢図書館であるが，近年利用者数が減少しつつ
ある．一方で本館を含めた全国の地域図書館の平均利用
者数は年々上昇傾向にある．これは館内の閲覧スペース
の設け方に問題があると考察できる．金沢図書館は読書
用の椅子はおおよそ窓際にしかなく，くつろぎながら読
書ができる場所とは言い難い．また読書スペース自体も
図書館全体面積の１割にも満たない． 
 
図 3 図書館登録者数比較 
 
情報化社会になり，私たちは本を手に取ることなく，
インターネットで情報を得ることが可能になった．つま
り，そのような環境下では，蔵書数の乏しい地域図書館
の利用者数増加は見込めない．閲覧空間の充実度こそが
打開策になるといえるだろう．本提案の本をテーマとす
る施設を計画するにあたり，充実した読書空間の提案を
行うことが課題となるだろう． 
 
３． 計画要旨 
（１）コンセプト 
a）本をテーマとする公共施設 
 本が制作され，エンドユーザーに渡るまでの過程にお
いて，連想される言葉を並べると「つくる」「かう」「か
りる」「よむ」がある．本計画では，これらの四要素を
集約することにより，「本」をテーマとする施設を構成
していく．それぞれを用途名称に当て嵌めると，「つく
る」は製作工房，「かう」は書店，「かりる」は図書館
となるが，「よむ」については専門施設ではないので，
他の三要素間の境界から空間が発生するものとして考え
る．「本」というテーマにこだわった施設を金沢文庫の
新たなスポットとすることで，他にはない独自性と金沢
文庫のブランド力を生み出していく． 
b）金沢文庫の継承と発展へ 
 本計画は金沢文庫の歴史継承を促す役割をもつ．その
ためには左記の四要素のみならず，「つたえる」要素も
付随しなければならない．「つたえる」ことは，歴史を
受け継ぐだけでなく，未来へ向けた新たな発見を促す．
本計画では，本を通して過去と未来をつなぎ，時空を感
じられる建築の実現を目指す． 
c）図書館と書店の共存 
 図書館と書店は一見敵対する仲のように見られるが，
共存の仕方によっては相乗効果を生む可能性が考えられ
る．なぜならば，図書館と書店は提供方法が異なるだけ
でなく，所持する顧客情報も全く異なるからだ． 
図書館は市民の需要を調べる力があるが，その需要に応
えるために，数か月，数年をかけてしか対応できないこ
とがある．一方で書店は大量の図書を同時に発注する力
があり，その時間差を埋めることが可能である．また図
書館と書店を併用することによる利便性の良さは経営側
だけでなく，利用者側としても効果的であり，その時々
の需要の変化に対応しやすい． 
（２）図書館と書店の分類 
同一の建物内に図書館と書店を共存するにあたり，留
意すべき点がある．それは，書籍の分類形態が図書館と
書店では異なるということだ．一般に図書館では日本十
進分類表を用い、書籍の保管や分別の効率性を主体に考
えている．一方，書店ではいかに本が探しやすいかどう
かという点を重視しているため，図書館と比較すると生
活に馴染みのあるフレーズが並ぶ．そのため書店では，
趣味事に傾倒したジャンルが多くなるため，日常生活の
一部として身近に本に触れるには，書店の分類は親しみ
を持ちやすい傾向にある． 
 
図 4 図書館分類表 
 
千葉県市川市中央図書館では，日本十進分類法だけで
なく，書店の分類を参考にした独自の分類方法を用いた
配架を行っている．これは通常の配架番号の頭文字にア
ルファベットを追加することにより，分類方法を両立さ
せており，図書館での書店形式の配架を可能にしている．
本計画では，この配架形式を参考に図書館内での書架数
を検討する． 
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４． 計画概要 
（１）敷地概要 
京浜急行線金沢文庫駅は金沢区に住まう人々の拠点の
地である．駅前には大型スーパーマーケットやドラッグ
ストア，複数の銀行窓口といった生活の要となる施設が
立ち並ぶ．駅からは 20 を超える系統のバスが金沢区から
磯子区に至るまで幅広いエリアに向けて運行している．
本計画では，金沢文庫駅前を敷地として設定する． 
（２）全体構成 
建物は地下階から最上階まで続く吹き抜けを中心とし，
スパイラル状にレベルが変化する構成である．上下階の
吹き抜けを取り囲む図書館施設が連続的に周回し，施設
の各要素を繋ぐ軸となる． 
 
（３）諸室配置計画 
中央の回廊ライブラリーを内包するように「つくる」「か
う」空間を配置し，その二つの要素の中間領域に「よむ」
空間を介在させる．最下階には，金沢文庫の歴史を伝え
る展示スペースを，室内最上階には，本読みを楽しむた
めの朗読会や集会を行う大型のスペースを設ける．展示
スペースは過去を伝える場，朗読会は新しい発見を求め
る場であり，その二つ空間を繋ぐ回廊ライブラリーは下
階の時空を繋ぐ役割を果たす． 
（４）図書館および書店部分の配架方法 
上図は市川市中央図書館の分類別書架比率を参考に配
架計画を行ったものである．書店はジャンルごとに部屋
を分散させることで，回廊ライブラリーとの連携を図る． 
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付録：金沢区民意識調査結果 抜粋 
 以下の図は平成 23年度の調査における「あなたが日常
生活を送っているなかで、行政に特に力を入れて欲しい
と思う施策は何ですか。」という問いに対する回答であ
る．歴史保存に対する意識の低さが顕著に表れている． 
 
図 5 平成 23年度金沢区民意識調査結果 
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